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 ７月２４日(月)～９月８日(金)に、当法人事

業所３か所でフードBOXの設置をしました。た

くさんの方々からの食料品の提供があり、全

て、うるま市社会福祉協議会へお届けしてい

ます。皆さんの周りにも、お困りの方がいらっ

しゃいまいしたら、ぜひ、うるま市社会福祉協

議会までご相談いただき、活用していただけ

たらと思います。ご協力して頂いた皆様、あり

がとうございました。 

～フードドライブキャンペーン～ 

職員インタビューNo.85 
就労支援事業所こみこみ 副管理者兼サービス管理責任者 玉城一吉 

Q1:入職の経緯と仕事の魅力を教えてください： 

私の入職のきっかけは、警察官を目指し、努力

していたところ、アルバイト先で障がい者の方々

と触れ合う機会があり、興味や関心が芽生え、

石川学院へ面接を受け、現在（２１年目）に至り

ます。仕事の魅力は、利用者さんの支援を通し

て、色々な学びや気付きがたくさんあり、人間的

な成長を実感出来るところです。  

Q2:モットーは？： 

一期一会。出会いを大切にし、思いやりを持ち、

相手と分かち合えるまで関わっていくことです。  

Q3: 利用者さんとの思い出は?： 

利用者さんと一緒に記念旅行（ディズニーラン

ド）をしたことです。各利用者さんや保護者、職員

のたくさんの笑顔を見られて、幸せな気分になりま

した。 

Q4:趣味・はまってることは？： 

バスケットボール（琉球ゴールデンキングスの 

観戦）、ゴルフ  
Q5:今後の目標は？：  

自分自身や相手を大切にし、福祉の仕事を長く続けられるよう

に精進していきます。  

Q6:バトンはどなたへ？： 

地域活動支援センターみほその相談スペシャリスト知念咲菜子さん、宜しくお

願いします。 

 

社会福祉士・介護福祉士 

URUMA夏のフードドライブキャンペーン！ 

～もったいないをありがとうへ～ 

いつも石川学院ニュースをご覧いただきありがとうございます(^^)/ 

台風6号の影響で停電が続き、先月の石川学院ニュースを休刊させていただきま

した。その為、今月号は２ヵ月分の記事の掲載、掲載無しの事業所もございます。

次月号も楽しみにお待ちくださいませ♪ 

入所 誕生会 7月はブルー◆ 8月はピンク♡ 

 

石川学院ニュース No.130 令和5年9月 

あ い さ つ 

この度、障がい者支援施設石川学院は、創立２５周年の節目を迎えることとなりました。これも偏に関係機関、地域の皆様、保

護者の皆様のご支援・ご指導の賜と心より感謝申し上げます。 

 障がい者支援施設石川学院は、平成10年９月の開所から今日まで、「純粋・尊重・共感」の理念の下、重い知的障がいのある方

と強い行動障がいのある方の支援に、積極的に取り組んで参りました。 

振り返ると、２５年前、開所に向けての準備作業時に、どんな利用者が入所するのか、どのように関わり支援したらよいのか、不

安と期待が入り混じる心情を職員間で語り合った日のことが想い出されます。又、新築の建物は正面玄関を入るとホールが拡が

り、2階の屋上まで吹き抜けで天窓から日が差し、床も壁も居室もすべてピカピカで、入所する利用者が羨ましく思えるほどでした。 

ところが、利用者の入所が順次始まると、瞬く間に、あちらこちらのドアや壁に穴が開き、毎日のように窓ガラスの割れ響く音、観

葉植物は鉢ごとひっくり返り、半年経つと新築の空間は変わり果てていました。支援の難しさに葛藤する日々が思い起こされます。 

私は、昨年、１０数年ぶりに在宅支援事業所から支援施設に施設長として戻ってきましたが、当時、エネルギッシュな利用者の

皆様も現在は、穏やかな日々を過ごされており、２５年の歳月を物語るものと感じております。 

またその頃、社会福祉基礎構造改革の潮流の中、平成１５年に措置制度から支援費制度、平成１８年１０月に障害者自立支

援法が施行され、福祉を取り巻く環境も様変わりして参りました。そして、平成２５年には、現行の障害者総合支援法へと変遷し、

入所利用者の地域生活への移行が推進され、当施設からも30余名がグループホームへ移行しました。 

今後も、利用者の声なき意思の発掘。その宝物を掘り当てるプロ集団として、利用者の幸福な生活そしてよりよい人生となるよう

決意を新たに、職員一丸となって努力を重ねていく所存で御座います。 

これまで、石川学院を支えて下さった全ての方に改めて深く感謝申し上げ、今後とも変わらぬご支援・ご指導を賜りますようお願

い申し上げます。 

                                                                   

障がい者支援施設石川学院創立記念25周年 

令和5年9月1日 

障がい者支援施設石川学院 

施設長  玉城 浩二 



 ８月１１日(金)はこみこみ月行事♪バーベキュー後に金魚すくいや、水風船投げを楽

しんだ後・・・「プールに入りたい人～？」と号令をかけ、最後に自分が手を挙げた方が

主役を勝ち取る某お笑いトリオのギャグを慣れた様子で披露した裕二さん！「押すなよ

～」と言いながら、豪快に水の中へ飛び込んでいき、周りの皆も笑顔になれたとても素

敵な時間でした。 

 また、８月１９日に行われた東山祭りでは、演舞用の衣装に身を包み観客を前に、

堂々とした太鼓を披露し、カッコいい姿をみせました！！ 

                                    (職業指導員:東江 杜和) 

プールでenjoy♪                    就労支援事業所こみこみ 

 ８月７日に比嘉直美さんが誕生日を迎えま

した。皆で誕生会の準備を行い、お祝いの気持

ちを込めてバースデーソングを歌ってお祝い♪

ケーキとジュースを美味しく頂き、楽しい誕生会

になりました。直美さん、４９歳おめでとうございま

す♪  (世話人兼生活支援員：池原 加織)  

４９歳おめでとう         居住支援事業所花かご のぼたんホーム 

押すなよ～ 

押すなよ～ 

笑顔で(^^)はいチーズ♪ 

さいこ～～♪ 

盛り上げ隊♪ 

裕二さんと 

玉城ｻﾋﾞ管(^^)/ 

ナイスコンビ☺ 

直美さん、49歳おめでとう～～♪ 

素敵な歳になりますように(^^♪ 

夏イベント開催(^^)/                 生活介護センター 石川学院 

７月はコロナ感染予防の為、調理実習が中止になり残念

がっている様子があり、今回は調理実習のメニュー決めか

ら、楽しんで参加して欲しいと、いつもの利用者会議とは形

を変えて開催しました。予め「おにぎり・豚汁・どら焼き」を作

る事をお伝えし、おにぎりの形に折った折り紙に4種類の具

材のイラストを用意し、食べたい具を選んでもらいました。さ

すが！うちな～んちゅ☆ポーク玉子おにぎりが大人気でし

た。当日の調理実習では、皆で協力し合いながら安全に調

理することができました。好きなポークをいっぱい食べたい

から厚く切ったり（笑）おにぎりを握るのがとても上手でした。

毎月調理実習を行うことで、料理の腕が確実に上がってき

ている利用者さん達です。来月も、美味しいご飯作るぞ

～！！！              (生活支援員：山城 優菜) 

おにぎりパーティー            障がい者支援施設 石川学院   

７月２８日(金)、調理実習で涼しさを感じられるよ

う、フルーツポンチを作りました。 

手洗い終え、エプロン着用し、いざ調理開始！ 

ボウルにフルーツと冷たいサイダーを注ぎ、各自

でカップに盛り付け♪冷えたフルーツポンチを美

味しそうに頂く利用者さんの笑顔がとても素敵で

した。         (生活支援員：當山 ひろみ) 

夏のイベントが盛り上がりを見せる中、生活

介護センターでは、利用者さんに夏をさらに

楽しんでもらおうと、ミニ夏祭りを開催しまし

た。輪投げゲーム、千本引き、くじ引き、水風

船すくいのブースに分かれ、ゲームを楽しみ

ました。 

くじ引きでは、どの景品が当たるかと楽しみ

にしていたり、輪投げでは、輪が的中し喜んだ

り、外れて悔しがったりと、利用者さんと一緒

に職員も大盛り上がりしました。 

お楽しみのかき氷は、自分好みに味付け

し、贅沢に全種類の氷みつをかけて、嬉しそう

に食べていました♪ 

帰宅時には、もらった景品を大切そうに鞄

にしまう姿を見て、とても嬉しくなり、大成

功！！の行事になりました。                           

        (生活支援員：宮城 佳代子) 

ﾎﾟｰｸたまご大人気♪ 


